
県民公開セミナー

ウクライナ情勢と人道主義
～北東アジアからも考える「平和構築」～

■申込方法

専用 Web サイト（URL https://bit.ly/3xW8LkP）より、お申し込みください。

※定員（500 名）に達しない限り直前まで申込可能

■お問い合わせ

静岡県地域外交局地域外交課

電話：０５４-２２１-３２５４

E-mail：kokusai@pref.shizuoka.lg.jp

主催：静岡県・静岡県立大学現代韓国朝鮮研究センター

主に若い方向け

ロシアによるウクライナへの侵攻をきっかけに、世界は新たな冷戦に突入するとも言われ、

国際環境を大きく変化させています。

この変化は、北東アジアに位置する日本にとっても、無関係ではありません。

核開発を進める北朝鮮、覇権主義を強める中国、安全保障をめぐる日米韓の協力、避難民が

発生した場合の国際協力の在り方など、日本を取り巻く国際情勢は混とんとしています。

今回は、ウクライナ情勢に端を発した人道主義や「平和構築」、また北東アジアにもたらす

影響について、特に、静岡県の将来を担う若い方々に「自分ごと」として考えるきっかけにし

てもらうため、静岡県地域外交課と県立大現代韓国朝鮮研究センターが連携して開催します。

■開催日時

２０２２年７月２７日（水）
１６時２０分～１７時５０分（９０分間）

■実施方法

Ｚｏｏｍウェビナーによるオンライン配信
（※静岡県立大学の学生に限り、講演会会場（3316 教室）での参加可）

参 加

無料
要事前申込

第１部 基調報告 山下 光（静岡県立大学国際関係学部教授）

略歴：ロンドン大学経済政治学院修士課程修了、ウェールズ（現アベリストウィス）大学博士課程修了

（国際政治学博士）。防衛省防衛研究所理論研究部政治・法制研究室長などを経て 2020 年より

現職。コロンビア大学戦争・平和学研究所客員研究員（2008ー09 年）。専門は国際政治の概念と

思想、国際平和協力（多国間紛争管理）、国際人道問題など。近著『国際平和協力』（単著、創元

社 2022 年）、ほか英文書籍および和英論文多数。

第２部 討論 奥薗 秀樹（同）／ 質疑応答

ファシリテーター 小針 進（同）


